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1 .緒言

平成10年度広掲げた5つの課題の内、 今年度比較
的多 く の成果が得 られた3 課題について、 成果の概
要を述べる 。
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Fig. l Time evolution of the amount of non-freezing water 
in annealing process of 1 wt% xanthan aqueous solution 
at 400C. 
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2 .多種/水系の熱処理に よ る ゲル化

これま でゲル 化 し な い と さ れて き たキサ ン タ ン
な どの多糖水溶液を ゾ ル状態 で熱処 理 し た 後冷却
す る こ と に よ り 強固で 安定な ゲルが 得 られ る こ と
を 見出 し 、 こ れ につい ての研究を行 っ て き た。 得
られたゲルのゲルー ゾル転移 点 と 貯蔵弾性率G 'は熱
処理時間 の増加 と 共に 増加 し た。 熱 処理過程にお
け る 系 内の不;東水量を測っ た と こ ろ 、 図1の様に減
衰振動的 に変化す る こ と がわ かっ た 。 多糖分子鎖
に よ る水の吸脱着を表 す式に 多精分 子鎖の 拡散の
効果を入れた現象論的理論式 を導出 し て こ の過程
を 考察 し た と こ ろ 図 1の変化 を 良 く 再現す る式

i1(t) = Cexp( -y t )cOS(ωt + δ ) ー 九 ( 1 )  
を得た。

3 .LLDPE/デカ リ ン
熱可逆ゲルの ゲル融点
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Fig.2 Scaling plots of T8回 versus concentration c for 
quenched gels with Mw :: 5.6 X 104 ( ム)， 6.9 X 104 (.)， 
l 1 X 104 ( .)， 1 2 X I04 ( O)， and 15 X 104 ( 口)， 1 9 X  104 
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結晶性の合成高分子は、 溶液中で 形成す る徴結
晶を架橋点 と し て熱可逆ゲルを形成す る 。 3次元的
な ゲルの 網目構造の形 成に は 系内で の高分子鎖の
重な り が不可欠 であ り 、 それ ゆ え 、 ゲルの 架橋構
造は、 高分子鎖の重な り の程 度に よ っ て決 ま る と
考 え て よ い。 こ の こ と を考慮 す る こ と に よ り 、 結
品性高分子の熱可逆ゲルのゲル融点が

1"血 = τ (c I cうoω ο)
のスケー リ ン グ則に従 う こ と を示 し た。 図2に分子
量の異な るLL即E/デ カ リ ン 熱可逆ゲルのゲル融
点をο)式に 従ってプ ロ ッ ト し た 結果を示す。 デー
タ は分子量に よ らず1本の重ね合わせ曲線に乗 り (2)
式が良 く 成 り 立っ ている こ と を示 し ている。

4 . ポ リ ス チ レ ン /ボ リ エク ロ
ロ ス チ レ ン混合系の相図
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420 
400 2成分混合液体 系は、 系に よ り 、 その臨界温度Tc

や臨界組成Ccは異な る が 、 相 図の 形 は 普遍 的であ
るζ と がわかっ ている (対応状態原理) 。 ポ リ マー
フ レ ン ド も2成分混合液体 系 と 同 じ普遍性を持っ と
期待 さ れ てい る が、 実 験上の 困難に よ り 確 かめ ら
れてはい ない。 我々 は 、 表記の系に 対 し て 対応状
態原理

Fig. 3 Scaling plo匂 of phase diagrams of PS/P2-ClS(Mw 
= 65刈)()) blends with PS molecular weight Mw = 44， 1 ∞  
(0)， 75，7'∞ ( ム) and 105，α犯 (口).
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Trrc = F(c/cc) 
がよ い近似で成 り立つ こ と を示すこ と に成功 した。


